
２学年（６５回生）より

学年通信（８号まで発行）にも掲載の通り、これからの社会を生き抜くには豊富な
知識に加え、経験に基づく創造力・協働力、何より前向きに考える力（主体性）、変
化を読み取り、変化に対応する力が必要です。文化祭・模試・修学旅行・地域探究発
表会は65回生にとってこの力を鍛える絶好の機会。文化祭前の集会では「縁の下で支
える生徒会の生徒達、クラスのリーダーの良いものを創りたいという気持ちを汲み
取って、より良い文化祭にするための前向きな声かけや行動をしましょう」という話
をしました。生徒達はしっかりと取り組んでいました。我々職員も、生徒達の新たな
一面を発見し、入学時からの成長も確認できました。生徒達にとっては、行事の忙し
さや試験の結果返却など、楽しさと同じぐらい悩み多き時期になりますが、今後も
各々のより良い自己実現のために頑張らせます。最後に・・電気情報科第一種電気工
事士筆記試験全員合格 素晴らしい！次は技能試験だ！！

１学年（６６回生）より

学級日誌より日々の生徒たちの感想を紹介します。
８日（水）再来週に春高予選があります。１回戦勝ったら大村工業とあたります。
大村工業はとてもレベルが高いのでブチあたっていけるようにがんばります。

９日（木）全国模試の自己採点をしました。結果はそれぞれですがなぜか盛り上
がっていました。音楽はギターの弾き語りのテストでした。最初に比べてみん
な上達しています。

14日（火）今日は１時間目から楽しい授業ばかりでした。英語は新出単語のカル
タをやってみんな盛り上がっていました。化学ではグループを作って練習問題
を解いて、お互いに教えあいながらするのでとてもわかりやすかったです。

～海鳴り遥かに～

上高だより
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第 ８ 号

「人は人中、木は木中」
校長 原 昌紀

先月、体育祭と並び本校の大きな行事の一つである「橄欖祭」が無事に終了しまし
た。１、２年生を中心に、各文化部・クラスがステージ発表やビデオ上映、展示と工
夫をこらした発表で行事を盛り上げてくれました。１年生は、先輩の活動ぶりを見て、
来年もしっかり受け継いでくれることを期待しています。
去る９月９日、陸上界では、東洋大学の桐生祥秀選手が日本人で初めて１０秒の壁

を突破する９秒９８を記録し、日本中を沸かせました。桐生選手は、４年前の高校３
年生の時に、既に１０秒０１という記録を出しており、当時、９秒台を出すのは時間
の問題だろうと期待されていたのですが、それから４年間、９秒台という重圧に苦し
み、数々の挫折を味わうことになります。
桐生選手は大学入学後、独自の考えや練習方法を選んでしまい、コーチなど他人の

意見に耳を貸さなかったと当時を振り返っています。それでも粘り強く指導するコー
チの姿や、普段は怒らない父親から、厳しい口調で、「お前のことを本当に考えてく
れているのは誰なんや」とコーチや恩師、周りの人の本人に対する思いを語られ、桐
生選手は、どれだけ周りの人に支えられているのかを気づかされます。その後、コー
チの指導のもと、厳しい指摘にも耳をふさがず、走りを磨いていったのです。９秒９
８の記録が出た直後、コーチに対して「だめな時に怒ってくれる人が近くにいたので
今までやってこられた」、父親に対しては、「やっとくすぶっていた自己ベストが更
新できた。伝えたいのはやっぱオトン（父親）ですね」と感謝の意を表しています。
「人は人中、木は木中」という言葉は、鹿児島県の南方の島、屋久島で言い伝えら

れている言葉です。屋久島はユネスコの世界遺産に登録され、樹齢３０００年以上と
言われる屋久杉（縄文杉）で有名な島で、この言葉は、「屋久杉は杉林の中でしか育
たず、周りの木があってこそ育つのであり、周囲を切ってしまうと大木は育たない。
同じように人間も周りに人々がいるからこそ順調に育つ。」という意味です。桐生選
手のような一流のアスリートを含め、人は人との関わりの中で周りから支えられて成
長していくものです。多くの関わりの中で、時には様々なトラブルや試練に出会うこ
ともあるでしょう。しかし、その時こそ自分自身を一歩成長させる機会でもあるので
す。みなさんが、これからも上高の仲間や先生方、家族や地域の人々と関わりながら、
人として大きく成長していく姿を楽しみにしています。

各学年より

３学年（６４回生）より

３年生が卒業するまであと４か月あまり。就職組が峠を越え、短大・専門学校組
が今受験のピーク、そして１・２組のセンター試験組が追い込みの時期となってい
ます。「受験は人生の縮図」です。勝負は来年の１月１３・１４日のセンター試験
とはいえ、経験上その手前でくじけてしまう生徒も多いのです。勝負に負ける前に
不安に負ける。勉強のつらさに負ける。全国の受験生で、どこに楽をしている生徒
がいるでしょう。今、人間力が問われているのです。―自分はまったく伸びていな
いのではないか、センターのその日までに自分の学力が合格点まで届かないのでは
ないか―全国の受験生が同じ苦しみに耐え、涙がこぼれそうになるのをぐっとこら
えて模試や補習に足を運んでいます。その姿は美しいと思います。勝敗は天に任せ
て、今は耐える時。親も子も教員も、焦った者の負けなのです。自分を信じられる
か、周りの助力に感謝できるか。受験は人間力・総合力の勝負なのです。

避難訓練
１１月２日（木）、地震火災を想定した防災避難

訓練を実施しました。上五島消防署の職員の方々に
訓練の様子を観察していただき，避難経路を普段から確認すること
や避難時には煙に巻き込まれないように姿勢を低くして避難するこ
との大切さを説いてもらいました。火災に関するビデオを鑑賞した
後，火災の原因となるものはとても身近なもので，だからこそ私た
ちは大丈夫だと思いがちなのだということ，そして常に「気をつける気持ち」を持たな
ければならないということを話してもらいました。
また，子どもたちは家庭用火災警報器が正常かどうかの確認法を避難訓練で学んでい

ます。ぜひご家庭の警報器の確認をさせてみてください。

新上五島署長講話および交通教育

１１月９日（木）、新上五島警察署の神田安一署長よりご講話
をいただきました。社会に出るための知恵や、生きていく上で、
また仕事をしていく上で心がけてほしいことなどを、体験を元に
熱く語っていただきました。最後には全員で中国の古典を素読す
るという貴重な体験コーナーも用意してくださいました。その後、
交通課の宮本浩一郎係長より、交通に関する講話をいただきまし
た。様々なデータをスクリーンに写しながらわかりやすく紹介し
ていただき、生徒の交通安全に対する意識も高まったことと思い
ます。
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大会結果
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①②③土曜学習会

第一種電工技能試験

民間講話(2-5)

人権研修

③センタープレ２

②修学旅行

民間講話(3-5)

民間講話(1-4)

①②県一斉③土曜学習会

職場見学会(2-5)

②地域探究活動発表会

２学期終業式 表彰伝達

①②③土曜学習会

高校生弁論大会

①②③冬季補習

③冬季補習

③センタープレ３

１２月の行事予定

◇「税に関する高校生の作文」
九州北部税理士会長崎支部福江部会部会長賞
2年2組 道津 千春 さん (写真左) 

◇平成29年度薬物乱用防止ポスターコンクール
佳作 2年3組 小田 優華 さん(写真中央) 

佳作 2年4組 竹谷 佳弥乃さん(写真右)

◇平成29年度献血ポスターコンクール
最優秀賞 2年1組 宇戸 明斗 君(写真下) 

◇平成29年度地区新人剣道大会（女子団体）第3位

◇平成29年度長崎県高校美術展 美術部
優秀賞 2年1組 畑田 一穂 さん 2年4組 松田 悠里 さん

2年3組 小田 優華 さん 1年3組 石榮 愛主 さん
2年4組 岩坪 笑香 さん 3年4組 葛島 麻未 さん

優良賞 3年2組 中村 はずき さん
3年2組 尾上 詩乃 さん
2年2組 小川 美里 さん
2年2組 神園 まりん さん
1年3組 永柄 空真 さん

◇平成29年度長崎県高校総体（駅伝）
陸上男子 第9位/41ﾁｰﾑ（2,23,01） 陸上女子 第14位/28ﾁｰﾑ (1,28,31）

◇平成29年度長崎県高校総文祭（放送） ビデオ部門 優良賞（第6位）（写真下）

◇平成29年度全国高校バレーボール選手権大会長崎県大会
男子 2回戦 対長崎北陽台2-0勝 3回戦 対大村工業0-2負
女子 2回戦 対壱岐商業1-2負

◇平成29年度佐世保地区高校新人体育大会バスケットボール競技
男子 1回戦 対松浦73-55勝 2回戦 対西海学園40-123負
女子 1回戦 対九州文化48-75負

◇平成29年度長崎県高校新人体育大会ハンドボール競技
1回戦 対長崎日大 0-32負

◇平成29年度長崎県高校新人体育大会卓球競技
団体 男子1回戦 対大村工業2-3負 女子1回戦 対長崎西0-3負
個人 男子 大水 1回戦敗退 女子 田中・二股組 1回戦敗退

◇平成29年度長崎県高校新人体育大会剣道競技
男子 個人 福田、熊屋 1回戦敗退
女子 団体 対長崎東2-3負 対長崎日大0-5負 個人 江口、渡邉 1回戦敗退

◇平成29年度長崎県高校新人体育大会柔道競技 個人戦 山見、高井 1回戦敗退

１０月７日（火）、石油備蓄
記念会館において、能・狂言公演鑑賞を行ないまし
た。長崎県教育委員会が主催する事業で、普段なか
なか鑑賞する機会の少ない一流の専門家による、日
本の舞台芸術に触れることができました。和楽器の
実技体験と大蔵流狂言「仏師」、観世流半能「土蜘
蛛」を鑑賞しました。多くの生徒が始めて見る日本
の伝統芸能に触れ、感性を磨くことができました。

能・狂言公演鑑賞

◇平成29年度マイコンカーラリー九州大会
アドバンス部門 野中君、近藤君 予選敗退
ベーシック部門 浦君 ２８位 杉山君 予選敗退

つくしの里訪問 １１月１１日（土）、介護老人保健施設つくしの
里にて行われた、「つくしの里秋の音楽祭」に本校

の吹奏楽部が出演しました。やってみよう、パイレーツ・オブ・カリ
ビアン、演歌メドレー、四季の歌メドレー、学園天国の５曲を演奏し
ました。演奏後は利用者の方々と交流会を行いました。音楽を通して
心の触れ合いができ、とても貴重な経験となりました。

高校生弁論大会出場者（1年生出場） ※応援、ご観覧よろしくお願いします

1組 谷口 沙理奈さん 2組 夫津木 光君 2組 山下 由佳さん

3組 石榮 愛主さん 3組 濱江 柚実さん 4組 西坂 光洋君

学校訪問 先日、長崎西高校に学校訪問に伺ってきました。長崎西高校の生

徒たちの１日は、８：２０分から１限が始まり、５０分の授業を毎
日７限まで受けて、１６：０５から部活動を行うというものでした。３年生の教室には、
「７：３０～１９：３０ 西高１２時間学習」という貼り紙があり、７コマの授業と放
課後補習１コマ、そして放課後の自学や難関大学別の講座を受講していました。県内有
数の進学校である長崎西高校の生徒は、どんな高校生なのかと興味津々で訪問しました
が、伺ってみると、そこにいたのは上高生と変わらない１５歳から１８歳の高校生でし
た。上高生と同様、学生カバンを持ち、リュックを背負って登校していました。写真に
あるようなカバンの厚さでした。授業を拝見させていただきましたが、教師の言葉を一
言一句聞き漏らすまいという姿勢で授業に向い、進路実現に向け
て今できることに全力で取り組み、学力を高めようとする西高生
の姿がそこにはありました。進路実現に向けて、努力を積み重ね
ていく姿は上高生と同じでした。上高生のみなさん、進路実現に
向けて高校生活を歩んできましょう。


